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花は外側から順にはがしていくと、（　　）、花弁、おしべ、めしべの順になっている。

アブラナやサクラなどのように、胚珠が子房の中にある植物。

子房の中には小さな粒があり、これを何というか。

おしべの先の小さな袋を何というか。

（5）の中には何が入っているか。

植物の葉に日光があたると、デンプンがつくられるはたらきのこと。

 （9）をすると、めしべの子房は何になるか。

がく

めしべの花柱の先を何というか。

めしべの根もとのふくらんだ部分を何というか。

柱頭

子房

アブラナやサクラのように、花弁が互いに離れているものを何というか。

ツツジやアサガオのように花弁がくっついているものを何というか。

めしべの柱頭におしべの花粉がつくことを何というか。

胚珠

やく

花粉

離弁花類

合弁花類

種子植物

受粉

果実

種子 （9）をすると、子房の中の胚珠は何になるか。

種子ができる植物を何植物というか。

マツの雌花には、子房はなく、胚珠はむき出しで（　　　）についている。

雄花のりん片には（　　　）という袋がついていて、中に花粉が入っている。

マツやイチョウなどのように、胚珠がむき出しになっている植物。

りん片

花粉のう

裸子植物

平行になっている葉脈。

水に溶けやすい

葉脈

オオカナダモの葉を観察すると、観察できる小さな箱のようなもの。

細胞の中の緑色の小さな粒。

光があたって植物が光合成を行うとき、何が使われるか。

光合成のとき何が発生するか。

光合成を行うとき、何がつくり出されるか。 デンプン

葉でできたデンプンは、（　　　　　　）物質になり、体の各部に運ばれる。

葉を観察するとみられるすじ。

網目状の葉脈。

ホウセンカでは気孔の数は葉の表と裏どちらに多いか。

茎に見られる水の通り道。

茎に見られる葉でつくられた養分の通り道。

　（30）と（31）の集まり。

植物の根を観察するときにみられる、太い根。

植物の根を観察するときにみられる、太い根から出る細い根。

維管束

主根

側根

ひげ根

根毛

植物の根を観察するときにみられる、たくさんの細い根。

根の先端近くにある、細い毛。

葉の表皮部分にある、細長い二つの細胞が向かい合い、穴を開いたり、閉じたりしているところ。

根から吸い上げられた水が、おもに植物の体から水蒸気として放出されること。

師管

被子植物

細胞

葉緑体

二酸化炭素

酸素

網状脈

平行脈

気孔

蒸散

光合成

裏

道管

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

目標時間

25分

2.植物の体のつくりとはたらき

単元1 植物の生活と種類


